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昭和49年生まれ。大分県出身。48歳。金沢区富岡東在住。妻と2女の4人家族。平成9年、創価大学法学部卒業。
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❶ 金沢臨海部の復興、福浦岸壁の強靭化
　令和元年の台風15号による高波で甚大な被害を受けた臨海部
企業の復興支援に奔走し、国県市による迅速な財政支援を実現。ま
た、強靭化された福浦岸壁を海釣りのできる遊歩道として開放する
ことを提案し、金沢水際線緑地として再生しました。

　本年は、1923年(大正12年)に発生した関東大震災から、100年の節目に当たります。近年の風水害の激甚
化に加え、再び大震災の危険が切迫する中、公明党は「防災・減災・復興を政治と社会の主流に」と掲げ、「地域の
防災力強化」に力を注いでいます。

❷ 学校ブロック塀の安全対策を完了
　平成30年6月の大阪北部地震で学校ブロック塀が倒壊し児
童が犠牲になったことを受け、全ての小中学校ブロック塀を軽
量なフェンスに置き換えるなどの対策を推進し、同年度内に対
策を完了。引き続き、通学路などの安全対策を推進しています。

公明党・たけのうち猛は
災害から市民の命と暮らしを守る対策に全力！

関東大震災から100年1002023年
9月1日

❸ 避難所となる地域防災拠点を充実
　学校体育館へのエアコン・冷風機の設置を提案し、金沢区内ではこれま
で西富岡小、大道小、金沢中、小田小、富岡中、釡利谷東小などへ設置を実
現。引き続き全校への設置を推進しています。避難所におけるエコノミー症
候群防止へ段ボールベッドの導入、アレルギーに配慮した食料備蓄も実現
しました。

▲赤羽国交相（当時）とともに、
　横浜港の被災状況を視察

■高齢者・障害者の命を守る対策の充実へ
　今年度、減災対策推進特別委員会の委員長を務め、災害弱者を守る取
組の充実をテーマに研究を推進。個別避難計画策定の加速、地域防災力
の向上へ、議論を重ねています。

■大道中学校校庭ガケ地の安全対策に着手
　令和3年7月の大雨により、がけの斜面から落石が発生し、安全対策を
望むお声を頂いていました。4年度に設計が完了、いよいよこの秋に対策
工事に着工します。もう一つの課題であった「防球ネット工事」も、6年度の
設置工事を予定しています。

■金沢消防団・
　第一分団に所属

　平成28年8月
に入団。毎月の
訓練を重ねてお
り、令和4年1月
には機関員にな
りました。



たけのうち猛
公式LINE

お友達登録はこちら▶

たけのうち猛
公式LINE

たけのうち猛
オフィシャルサイト
takenouchi-takeshi.com

https://www.facebook.com/takenouchit/
https://twitter.com/takenouchi_t

災害から市民の命と暮らしを守る対策に全力！
その他にも・・・ ・ 路面下空洞調査を推進

・ 土のうステーションの設置促進
・ 風水害の激甚化に対応したハザードマップの
　更新と全戸配布
・ 感震ブレーカーの設置促進

・ 消防団の環境充実と処遇改善を推進
・ 空家条例、ごみ屋敷条例を制定
・ 侍従川の川底を浚渫
・ 雨水調整池の草刈り・浚渫を実施
・ 宮川の氾濫対策・待橋の拡幅を推進

皆さまの声を「カタチ」に

　道路との境が低い
ポールのみで「子どもの
遊ぶボールが車道に飛
び出して危ない」とのお
声を頂き、フェンスを設
置。子どもたちが元気で
安全に遊べることを願っ
ています！

君ヶ崎交差点脇の歩道

六浦白梅公園

　度重なる埋設物工事により歩道が凸凹になり「歩
きづらい。自転車のタイヤが取られる」などのお声を
頂いていました。そこで、直近の工事に合わせて全体
を再舗装。スッキリとした路面になりました。

現場の声を聴く
　8月7日、公明党市議団で訪問介護、横浜市職員、自閉症、道路標識
など各団体との政策懇談会を開催。現場の課題から施策への有意義
な提案・指摘とともに、公明党に対する期待のお声を頂きました。

公明党五大市政策研究会を開催
　8月3日、横浜・大阪・神戸・名古屋・京都の五大市公明党による定例の政策研究
会を神戸市内で開催。「行政のデジタル化推進」について各都市の施策を紹介し、
共通課題を巡って意見交換。デジタル化加速へ国への要望に繋げます。

高齢化社会の重要課題解決を模索
　7月25日、名古屋市議会を訪問し、帯状疱疹ワクチン接種費用助成、敬
老パス事業の実施状況などを聴取。いずれも独自の予算と手法で市民
サービスの向上を実現しており、同じ政令市の取組みとして、とても参考
になります。翌26日は神戸市議会を訪問し、地域コミュニティ交通の取組
みを聴取。地域の皆さまとの協働という手法は同じですが、100%の採算を求めず、半分を補助しながら維持を図っ
ている事、客観的な調査に基づいた路線決定など、横浜方式の改善につながる多くの示唆を得ました。


